
報道関係各位                          ２０１７年９月１日 

                             公益財団法人 服部報公会 

 

２０１７年（第８７回）服部報公会「報公賞」が決定 

東京大学 大学院工学研究科総合研究機構 教授 

幾原 雄一 氏 

「超高分解能原子直視法の開発と界面・転位制御」 

 

 

１９３０年（昭和５年）に設立された公益財団法人服部報公会（理事長：佐藤壽芳）は、活動

の一環として、工学に関する優秀な研究成果を挙げた研究者に対して、服部報公会「報公賞」

を贈呈しております。 

 

このたび、本年度の公募を行い慎重かつ厳正な審査を経て、２０１７年の報公賞に、東京大学 

大学院工学研究科・総合研究機構 教授 幾原 雄一 氏の研究「超高分解能原子直視法の開発

と界面・転位制御」を選定いたしました。 

 

[業績の概要] 

 受賞者 幾原雄一氏は、セラミックス材料を中心として、結晶や結晶欠陥（界面や転位）の

原子・電子構造を多角的かつ定量的に評価するとともに、界面や転位の存在が材料物性に与え

る影響を解明する研究において多くの成果を挙げてきました。具体的には、最先端の走査透過

型電子顕微鏡（STEM）法による高度解析技術・評価手法の新たな開発を行い、界面や転位の原

子構造の直視とその定量評価、また水素原子やリチウム原子など軽元素の直接観察に世界で初

めて成功しました。また、本解析手法を応用し、材料内部の界面や転位に局在する機能原子の

原子・電子構造を明らかにするとともに、界面・転位構造を制御した新材料の開発を行ってき

ました。とくに、一次元配向高密度転位を利用した高機能ナノ細線の設計や粒界性格を制御し

た双結晶単一粒界デバイスの考案は、独創的かつ画期的な成果として、当該専門領域で高く評

価され、国内外の報道機関に大きく取り上げられました。 

今回の受賞対象となった成果は、新規な超高分解能原子直視法の開発と界面・転位制御によ

る材料創成に大別できます。前者については、我国で最初に球面収差補正-STEM 法を導入し、

原子分解能での構造解析と第一原理計算手法を併用することによって、界面や転位など局所領

域の原子・電子構造の定量解析を世界に先駆けて実現しました。また、同氏の研究グループは、

従来は観察が不可能であった軽元素を直接観察するために、環状明視野(ABF)-STEM法を新たに

提案し、リチウムイオン電池材料中のリチウム原子や水素吸蔵材料中の水素原子カラムを直視

することにも初めて成功しています。2014年には、同氏らによって、空間分解能が水素の原子

半径より小さい 45pmという STEMとしての世界最高分解能を達成しました（同氏らのグループ

は、2017年 8月にさらに記録を更新し、現在 40.5pmが世界最高記録となっています）。 

 

 

 

 

一方、界面・転位制御による材料創成に関する研究については、高温変形や双結晶手法を用

いて、結晶内に一次元配向高密度転位を導入させる、粒界性格（方位、粒界面）を制御して界

面に規則的に転位を配列させるなど、新たな材料設計手法を提案するとともに、上述した新規



超高分解能原子直視法、理論計算および物性評価を融合し、界面・転位の原子・電子構造と物

性の相関性を初めて定量的に明らかにしました。これを基に、絶縁体中への伝導性ナノ転位細

線の導入、反強磁性体中への磁性ナノ細線の導入、固体電解質中へのイオン伝導細線の導入な

ど、これまでに全くない新規な機能材料創出を実現しています。 

これらの一連の研究成果は、Nature 関連誌や Science 誌などハイインパクトジャーナルにも

多数掲載されるとともに、学術論文誌約７１０編、国際会議招待講演約２５０件などで発表さ

れ、国際的にも極めて高く評価されています。本研究業績における新規超高分解能原子直視法

は、日本発の手法として電子顕微鏡メーカーも取り入れ、国内外の大学、研究機関、民間企業

へ多数導入されており、ナノ計測の分野に変革をもたらしつつあります。また、界面・転位制

御による材料創成に関する研究成果は、機能材料の新たな設計手法として注目され、今後の新

材料設計や開発の分野において大きなブレークスルーを与えるものと期待されています。 

 

なお、服部報公会「報公賞」の贈呈式は、来る１０月６日（金）午後３時３０分より、日本

工業倶楽部（千代田区丸の内）にて開催予定で、賞状並びに賞金１,０００万円が贈呈されま

す。また、「報公賞」と同時に、本年度の「工学研究奨励援助金」として、１５件の研究に対

し総額１,５００万円が贈られます。 

  

 服部報公会は、１９３１年（昭和６年）の第１回目の報公賞より２０１６年に至るまでに  

報公賞１１２件１２７名、工学研究奨励援助金２,９１４件を贈呈して参りました。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

 

公益財団法人 服部報公会  担当： 中村、近野 

〒104-0061 東京都中央区銀座１－２０－１４ 

TEL 03-3564-5475 / FAX 03-3564-5476 

 
 
 


